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BYD の小型電気バス「J6」、 

日本初となる一路線すべての車両の電動化に貢献 

～京都七条～京都駅・梅小路「ステーションループバス」を電動化～ 

比亜迪（BYD）の日本法人 ビーワイディージャパン株式会社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役

社長：劉 学亮、以下 BYD ジャパン）と、京阪バス株式会社（本社：京都府京都市、代表取締役社長：

鈴木 一也、以下 京阪バス）および関西電力株式会社（本社：大阪府大阪市、代表執行役社長：森本 

孝、以下 関西電力）は 2021 年 12 月 22 日（水）、BYD の量産型電気バス「J6」4 台による京都駅と

京阪電車七条駅および梅小路を結ぶ路線バス「ステーションループバス」（※1）の運行を開始しました。 

3 社は 2021 年 2 月に電気バス導入に係る協定を締結し、3 社共同で電気バス運行に係る課題および

最適充電などについての研究を含め、2026 年度までの実証実験を開始いたします。本実証実験の第一

ステップとして、「ステーションループバス」の全車両（4 両）を電動化し、日本で初めて（※2）路線バ

スの一路線すべての車両の電動化が実現しました。 

 

（※1）「ステーションループバス」について：https://www.keihan.co.jp/traffic/specialtrain-goods/stationloopbus/ 

（※2）京阪バス調べ。グリーンスローモビリティや施設内バスを除く。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

https://www.keihan.co.jp/traffic/specialtrain-goods/stationloopbus/


  

京阪バスが運行する「ステーションループバス」は、京阪電車の七条駅と JR 京都駅および京都鉄道博

物館や京都水族館などがある梅小路をつないでおり、市民や観光客の利便性を高めるものとして親しま

れています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この度「ステーションループバス」として運行が開始された BYD の小型電気バス「J6」は、最大乗

車人数は 29 人で、3 時間以内の急速充電で 150km 以上の航続距離を実現するほか、災害時には非常

用電源としても活用できます。 

 

鈴木一也 京阪バス株式会社 代表取締役社長 

「京阪バスは、環境保全と経済発展の両立を目指しており、この度の電気バス導入によって、より安

全で環境にやさしい公共交通サービスを提供いたします。今後は、本実証実験を通じて電気バスの航続

距離や充電時間の最適化を図り、日本のみならず世界全体の課題である環境問題の解決に向け、積極的

に取り組んでまいります。」 

 

大川博巳 関西電力株式会社 執行役常務ソリューション本部長 

「本実証実験における関西電力の役割は、電気バスの運行・充放電を最適化するためのエネルギーマ

ネジメントおよび電気バス導入拡大に向けたエネルギー供給への対応です。関西電力は、「２０５０年

ゼロカーボン」を宣言しており、将来的にサプライサイドとデマンドサイドの両面でカーボンニュート

ラルの目標を達成するべく取り組みを進めてまいります。」 

 

劉学亮 ビーワイディージャパン株式会社 代表取締役社長 

「2015 年にここ京都で最初のバスを納車して以来、BYD の電気バスは日本国内において約 240 万

km を走行しました。昨今、カーボンニュートラル社会の実現に向け進む自動車の電動化や再生可能エ

ネルギーの取り組みなどは、一個人、一企業、一国だけでできる事業ではなく、すべての人々が協力し

合い、ともに取り組む必要があると考えています。」 

 
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今後も BYD は、環境に優しく、クリーンで安全かつ快適な電気バスを提供することで、カーボンニ

ュートラル社会の実現に貢献してまいります。 

 

【BYD ジャパンについて】（URL：https://bydjapan.com/ ） 
 BYD は、1995 年にバッテリーメーカーとして中国・深圳で創業し、電気自動車事業、環境エネルギ

ー事業、モノレール事業、IT デバイス事業をグローバルに展開しています。2005 年に BYD の日本法

人として設立した BYD ジャパンは、SDGs のソリューションメーカーとして、EV バスをはじめとする

電気自動車事業のほか、ソーラーパネルや産業用の蓄電システムなどの環境エネルギー事業を国内で展

開しています。 

 BYD ジャパンは今後も、ブランドミッションである『Technological Innovation for a better life』

のもと、革新的な技術によって地球環境に配慮した製品・サービスを開発し、社会と人々の生活に寄り

添った事業を展開してまいります。 

以上 
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製品に関するお問い合わせ 

■ビーワイディージャパン株式会社  

 お問い合わせフォーム 

 https://bydjapan.com/contact  

報道関係お問い合わせ 

■ビーワイディージャパン株式会社  

広報担当 長井 

E-mail：japanpr@byd.com 
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